
教科目標 
 

救急救命士科 

 

養成目的 

 阪神・淡路大震災を契機に、近畿圏内における救急医療体制の充実を求める声が大きくなっています。

救急救命士の業務は、生命が危険な状態にある傷病者を、医療機関に搬送するまでの間に、特定の医療

行為を医師に替わって行い、生命の危険を回避させる重要な任務です。本校では救急医療に携わる者と

して必要な専門知識、技術、倫理観を身につけた人材の養成を目的とし、さらに国際的な視野をもち、

今後の日本における救急医療の前進に貢献できる人材を育成することを目標としています。 

 卒業すれば、救急救命士国家試験の受験資格が取得できます。 

 

取得目標資格 
１． 救急救命士 

 

就職分野 
１． 消防署 

２． 海上保安庁 

３． 自衛隊 

４． 病院 

５． 福祉施設 

６． その他 

 

職種 
１．救急救命士（ＥLＴ＝Emergency Life-saving Technician） 


